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SPL7 は期待通りストライガに選択的
に作用する人工 SL であることが証明
された。では，SPL7 は実際に自殺発
芽を引き起こし，作物をストライガか
ら守ることはできるのだろうか。これ
を調べるため，ポットでの自殺発芽試
験を行った。ポットに入れた土にスト
ライガの種子を混入し，SPL7 を与え
て 2 週間放置したのちにとうもろこ
しを播き 2 ヶ月間生育した結果，コ
ントロールとして DMSO を与えたも
のでは多数のストライガの出現が確認
されたが，SPL7 を与えたものからは
ストライガは見られなかった。さらに
1 ヶ月生育すると，コントロールでス
トライガに寄生されたとうもろこし
は枯れてしまったが，SPL7 を与えた
ものは健康に生育を続けた。従って，
SPL7 は少なくともポットレベルでは
実際にストライガの自殺発芽を引き起
こすことが確認できた（図 -4）。

以上より，SPL7 は，fM レベル（琵
琶湖の水量に小さじ 1 杯程度）で発
芽刺激する驚異的な活性と，ストライ
ガに対する強い選択性を併せ持つ理想
的な自殺発芽剤としてアフリカの食糧
問題の解決に貢献することが期待され
る。これを実現するため，現在ストラ
イガに大きな被害を受けるケニアで
の現地実証試験を進めている。NPO，
NGO，企業等，学内外の協力のもと，
ケニア農畜産研究機構（KALRO）と
の MoU の締結，SPL7 の大量合成，
毒性試験（現時点で毒性は確認され
ず），ケニアへの輸送および試験研究
許可の取得等のプロセスを経て，ビク

トリア湖岸に位置する KALRO Kibos
支所での圃場試験を 2018 年より開始
した。現在，少なくともポット試験レ
ベルでは，SPL7 は現地の気候・土壌
環境においてもストライガの自殺発芽
を誘導することが確認されている。

終わりに

偶然が重なりたどり着いた SPL7
は，結果的に人工骨格パーツに天然
SL で見られる D 環が結合したハイブ
リット分子であり，従来から言われて
いた ABC 環の構造の多様性と D 環の
重要性が再認識された結果とも言え
る。一方で，ABC 環に相当する部位
を改変することで活性の向上や選択性
といったチューニングが可能であるこ
とも明らかとなり，人工 SL 開発の一
つのストラテジーとして良い ABC 環
パーツをケミカルスクリーニングより
見つけて，そこに D 環を付与すると
いう一般的な方法を提示したものとも
言える。例えば同様の方法で，ストラ
イガが持つ 11 個の受容体それぞれに
選択的なアゴニスト，菌根菌特異的に
作用するものや，農業被害を出してい
るオロバンキ等他の寄生植物の自殺発
芽剤の開発への応用も期待される。現
状，SPL7 はポットレベルでの自殺発
芽に成功しているが，アフリカ各地で
さまざまな作物に適応したストライガ
系統への作用，土壌や気候条件による
作用の違い，土壌での安定性等の調
査，SPL7 耐性ストライガの出現など
の予測される問題への対応が今後の課

題と言える。ストライガの蔓延は，ス
トライガの生物としてのしたたかさに
加え，社会や宗教など複雑な問題を含
むものであり，その撲滅は険しい道の
りと思われるが，SPL7 がその一助に
なることを期待したい。
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2020年度茶園関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会は，新

型コロナウイルス感染拡大を受けて中止となり，試験成績の検

討ならびに実用性の判定は，2020年9月8日～10月15日の期

間に，当協会委嘱専門調査員によるメール会議にて行われた｡

検討された除草剤2薬剤(7点)，生育調節剤1薬剤(2点)の判

定結果および使用基準については，次の判定表に示す通りであ

る｡ 

 
2020年度茶園関係除草剤・生育調節剤試験 判定 

 

A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.JEA-2001 液 

グルホシネート:18.5% 

 

 

[Joy Consulting]  

茶 畦間処理での適用性の検討 継 継) 

・効果，薬害の確認 

2.UPH-004 液 

グルホシネート:18.5% 

 

 

[ユーピーエルジャパン]  

茶 畦間処理での適用性の検討 実 実)[一年生雑草] 

・春～夏期 

雑草生育期(草丈30cm以下) 

・300～500mL<100～150L>/10a 

・茎葉処理(畦間) 

 

B.2019年 生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

1.AKD-8147 水溶 

1-ナフタレン酢酸ナトリ

ウム:22.0% 

 

 

[アグロ カネショウ] 

茶 茶芽萌芽抑制効果の検討 実・継 実)[茶芽の萌芽または生育抑制] 

・秋整枝後，越冬芽萌芽前 

・1000倍 ～2000倍 

(散布水量200～400L/10a程度) 

・散布 

 

継) 

・摘採後および整枝後処理での効果,薬害の確認 

・秋整枝後の萌芽後処理での効果,薬害の確認 
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